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人間と自然の関わりについて自分の考えを書こう 

ねらい 

筆者の「生物の絶滅は不可逆的である。」という主張

に対して，身近な具体例を探しながら，生物の絶滅が

直接的でなく間接的にも人類の発展に影響しうる可

能性があることの根拠を明確にして記述することが

できる。 

日程と内容 

 第 1 時  本文の構成と主な筆者の主張，学習計

画の確認を行う。  

 第 2時  筆者の主張とそれについての根拠とな

る部分についての読み取りをする。  

 第 3 時  筆者の主張に対する反論の読み取り。

反論に対する自分の考えを形成する。  

 第 4時  絶滅しても問題なさそうな生物の存在

意義や人間への恩恵を間接的な視点からも捉え

て記述する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 

 身近な生物（生徒にとってあまり好まれな

い生物など）を例に挙げ生態系の維持が人間

の生活に間接的にも恩恵をもたらしてくるこ

とに気づかせることができた。また，現代の絶

滅が人間の手によって引き起こされているこ

とが多いことも押さえたため，環境や生物保

護の意識をもたせることができた。 

 生物の必要性についての記述だったため生

物学的な視点に絞れず，宗教的，信仰的な視点

で記述をしてしまった生徒がいたため，課題

設定の方法などを検討しなければならないと

感じた。 



 


